
  年  次  桜工NO  発行日
大正9年

昭和25年
昭和30年 1 1955.1.10

S31.8.4 6 1956.12

  S33.1
S33.7.12 12 1958.8

15 1959.3

S37.6.9 29 1962.1

S41.1.22 43 1966.3

  S41.4
  S45 52 1971.3
  S63.4
　H元 72 1980.3
   H7 78 1996.3

H9.8.23 80 1998.3

　H12
H12.8.21 83 2001.3
H16.8.21 87 2005.3
H18.8.19 89 2007.3
H20.8.24 91 2009.3
H21.8.22 92 2010.3
H25.6.28 96 2014.3 理工学部校友会総会において当会の活動に対する表彰を受ける

支部だより  （以降毎号掲載）
事務局だより（支部表彰）

「桜工」創刊

1920年6月高等工学校設置 Ｓ3.4工学部設置(旧制) S4.3専門部設置 S22.4専門部郡山に移設

　短期大学設置（H13廃止）

　中川茂兵衛(S10旧工)、河村長一郎(S8旧工)、一戸三平(S8旧工)、小林茂衛(S8専門部)
新潟支部結成準備会 新潟ホテルにて新潟支部結成準備会を開催。　　出席者　加賀田二四夫(S9旧工学部卒)、

S24.2工学部(新制) S24.4第二工学部発足　S26.3高等工学校閉校

支部一覧
支部だより
支部一覧

「桜工」にみる　日本大学工科系校友会新潟県支部の歩み
   行事等名称 　　　　　　　「桜工」記事ほか
理工学部創設

工科校友会創設

新潟支部総会

支部一覧

支部だより

支部一覧

近況ニュース

支部総会

新潟桜土会

個人表彰

支部一覧
支部表彰
支部だより・支部一覧　

　本部から小野竹之助教授(S9旧工)、戸田理事が出席　「河村氏を中心として結成準備に入る」

午後2時から北京飯店保盛軒にて総会を開催　会員60余名が出席(写真添付)　司会は加賀田氏
会則審議・決算報告　役員選出　新潟県道路課長 河村長一郎氏を支部長に選出、他役員は
支部長一任とする。本部から小野竹之助教授、高木事務局長が出席。

強く要望されている。
　県下全般に及ぶ水害、新潟市の地盤沈下等緊急工事の続発で昨年にも増して会員の奮起が

理工学部に名称変更

イタリア軒において総会を開催　会員50名出席　会長に松井進氏（Ｓ35新工）就任
イタリア軒において総会を開催　会員60名出席　会長に冨増 明(S42理工)就任　（写真添付）
イタリア軒において総会を開催　会員56名出席
イタリア軒において総会を開催　会員35名出席（写真添付）　　　事務局変更　会長兼務とした

先生と高木工科校友会事務局長が出席。名称を「新潟桜土会」とする
役員には会長に加賀田二四夫氏、副会長に市川嘉穂氏(S11旧工)、中元栄造氏(S19旧工)
　高橋健男氏(S7専)小林正久氏(S１１専)望月希一氏（S元高工）幹事館好氏(S31短大)他１８名
　相談役には谷川敬一氏(S18旧工)他７名を選出した。（出席者名簿および写真添付）

支部長　加賀田二四夫氏　　　　　　　　事務局　丸山富美男氏(S32新工)

理工学部校友会総会において小口秀次氏(S27旧工)が多年の功績を認められ表彰を受ける

支部長　阿部琢朗氏（S33新工）就任　　
理工学部校友会総会において当支部の活動に対する表彰を受ける
新潟東映ホテルにおいて支部総会を開催。会員64名が出席　今回は日本大学校友会県支部総
会に先立ち開催した。　　事務局変更　阿部衛彦氏（S44理工）就任

新潟東映ホテルにおいて総会を開催　会員51名出席

工学部に名称変更　生産工学部(S40.4第一工学部として発足）設置

薬学部設置

S33年7月北陸地建の設置　初代道路部長に中川茂兵衛氏が就任　加賀田二四夫氏が来る4月
の新潟市議選に出馬予定。県議会では既に水倉新作氏(S9専)が活躍中
　本部より小野竹之助教授を迎えて総会を開催　会員４０名余出席　会計報告及び役員改選を
行った（写真添付）
県内在住の土木科出身者で同窓会を開催、校友８０名余が参集。大学から小野竹之助、堤好文


